
注
目
さ
れ
る
集
中
展
示
ゾ
ー
ン
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展
示
会
の
目
玉
と
し
て
、

特
定
の
テ
ー
マ
を
選
ん
で
製

品
・
技
術
を
紹
介
す
る
「
集

中
展
示
ゾ
ー
ン
」
も
注
目
さ

れ
て
い
る
。
主
な
展
示
テ
ー

マ
は

セ
ン
シ
ン
グ
技
術
ゾ

ー
ン

ワ
イ
ヤ
レ
ス
給
電
技

術
ゾ
ー
ン

小
型
化
・
軽
量

化
の
た
め
の
高
機
能
材
料
・

加
工
技
術
ゾ
ー
ン

特
殊
環

境
向
け
部
品
コ
ー
ナ
ー
―
な

ど
だ
。

◇
　
◇

　
こ
の
う
ち
、
セ
ン
シ
ン
グ

技
術
ゾ
ー
ン
で
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

お
け
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
自

動
化
を
推
進
し
、
よ
り
高
精

度
な
計
測
・
制
御
を
実
現
す

る
セ
ン
サ
ー
関
連
技
術
を
一

堂
に
集
め
、
開
発
・
設
計
者

と
の
商
談
、
技
術
交
流
の
促

進
を
目
的
に
開
催
。

　
一
方
、
ワ
イ
ヤ
レ
ス
給
電

技
術
ゾ
ー
ン
は
、
ワ
イ
ヤ
レ

ス
給
電
技
術
が
携
帯
電
話
へ

の
本
格
参
入
で
注
目
さ
れ
、

今
後
は
家
電
や
パ
ソ
コ
ン
、

電
気
自
動
車

Ｅ
Ｖ

、
産

業
用
途
、
住
宅
・
オ
フ
ィ
ス

な
ど
ま
で
、
実
用
化
が
期
待

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
対
応
。

最
新
の
技
術
や
進
行
中
の
研

究
成
果
を
一
堂
に
集
結
さ
せ

た
。

　
小
型
化
・
軽
量
化
の
た
め

の
高
機
能
材
料
・
加
工
技
術

ゾ
ー
ン
で
は
、
ま
ず
「
小
型

化
」
が
設
備
の
省
ス
ペ
ー

ス
、
機
能
性
向
上
、
コ
ス
ト

ダ
ウ
ン
に
効
果
を
も
た
ら

し
、
「
軽
量
化
」
は
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
直
接
的
な
効
果
を

も
た
ら
す
こ
と
か
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
注
目
を
集
め
る
。
今
回

は
こ
の
二
つ
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
、
素
材
・
材
料
・
加
工
技

術
に
特
化
し
た
ゾ
ー
ン
と
す

る
こ
と
で
、
産
業
機
械
や
自

動
車
、
電
子
部
品
業
界
な
ど

か
ら
の
来
場
者
と
の
商
談
・

技
術
交
流
を
促
進
。

　
特
殊
環
境
向
け
部
品
コ
ー

ナ
ー
は
、
医
療
機
器
、
工
作

機
械
や
液
晶
パ
ネ
ル
、
半
導

体
の
製
造
装
置
な
ど
特
殊
な

使
用
環
境
に
適
応
す
る
部
品

の
普
及
・
促
進
の
場
と
な

る
。
そ
の
た
め
耐
食
、
高

温
、
真
空
、
高
速
、
非
磁

性
、
ク
リ
ー
ン
と
い
っ
た
環

境
に
見
合
う
ユ
ー
ザ
ー
の
部

品
選
定
の
た
め
の
技
術
交
流

を
促
す
。

　
ま
た
日
本
の
モ
ノ
づ
く
り

を
支
え
る
技
術
と
し
て
、
今

後
さ
ら
な
る
飛
躍
が
期
待
さ

れ
る
の
が
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
。

そ
こ
で
今
回
「
自
律
制
御
」

と
「
人
と
の
共
生
」
を
テ
ー

マ
に
、
最
先
端
技
術
が
搭
載

さ
れ
た
各
種
ロ
ボ
ッ
ト
が
集

結
し
た
「
最
先
端
の
ロ
ボ
テ

ィ
ク
ス
コ
ー
ナ
ー
」
も
設
け

ら
れ
る
。
産
業
領
域
や
介
護

・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
領
域
で
の
あ

ら
た
な
活
躍
が
期
待
さ
れ
る

ロ
ボ
ッ
ト
だ
け
に
、

ヒ
ト

共
同
作
業
型
の
産
業
用
ロ
ボ

ッ
ト
「
Ｎ
Ｅ
Ｃ
Ｏ

ネ

コ

」

生
体
信
号
を
用
い

た
ヒ
ュ
ー
マ
ン
イ
ン
タ
ー
フ

ェ
ー
ス

次
世
代
産
業
用
ロ

ボ
ッ
ト
「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
Ａ
Ｇ

Ｅ
」
な
ど
が
出
展
さ
れ
る
。

　
こ
の
う
ち
「
Ｎ
Ｅ
Ｃ
Ｏ

ネ
コ

」
は
、
ヒ
ジ
の
な

い
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー

ム
。
通
常
工
場
で
動
く
産
業

用
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
は
、
ヒ

ジ
が
付
い
て
い
る
タ
イ
プ
が

普
通
。
し
か
も
そ
の
ヒ
ジ
は

人
間
の
ヒ
ジ
と
違
っ
て
自
由

度
が
な
い
た
め
、
手
先
を
特

定
の
方
向
へ
動
か
そ
う
と
す

る
と
、
腕
が
急
激
に
予
測
し

な
い
方
向
へ
動
き
だ
す
た

め
、
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
を
導

入
す
る
際
は
、
必
ず
ア
ー
ム

の
軌
道
を
確
保
す
る
広
い
ス

ペ
ー
ス
と
安
全
柵
が
必
要

だ
。
し
か
し
Ｎ
Ｅ
Ｃ
Ｏ

ネ

コ

は
「
直
動
伸
縮
機
構
」

と
い
う
ア
ー
ム
が
伸
び
縮
み

す
る
構
造
で
、
ヒ
ジ
を
な
く

す
こ
と
で
狭
い
ス
ペ
ー
ス
で

も
安
心
に
動
か
せ
る
よ
う
に

し
た
の
が
特
徴
。
単
純
工
程

で
特
に
力
を
発
揮
す
る
の

で
、
工
場
で
の
人
手
不
足
の

解
消
に
期
待
が
集
ま
る
。

　
ま
た
生
体
信
号
を
用
い
た

ヒ
ュ
ー
マ
ン
イ
ン
タ
ー
フ
ェ

ー
ス
は
、
腕
の
巧
み
な
動
き

が
再
現
で
き
る
ロ
ボ
ッ
ト
。

人
間
の
場
合
通
常
は
筋
肉
を

動
か
す
時
、
筋
繊
維
に
は
微

細
な
電
流
が
流
れ
て
い
る

が
、
そ
れ
を
皮
膚
上
で
計
測

し
た
信
号
の
筋
電
図
に
、
研

究
で
は
着
目
。
こ
の
筋
電
図

を
読
み
解
き
、
筋
肉
の
モ
デ

ル
を
数
式
化
す
る
こ
と
で
、

腕
の
固
さ
や
姿
勢
の
情
報
を

使
い
ロ
ボ
ッ
ト
を
動
か
す
こ

と
に
成
功
。
そ
の
た
め
ほ
ぼ

人
間
の
腕
の
動
き
と
同
じ
よ

う
に
、

手
首
を
ゆ
っ
く
り

動
か
す

す
ば
や
く
動
か
す

関
節
を
固
め
る
―
な
ど
の

動
き
を
再
現
す
る
。
　


